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1 南宋の道士白玉蟾の書画観
一
　
はじめに
　
白玉蟾
（一一九四
　
一二二八？、原名は葛長庚、字は白叟などといったが、父の沒後に母が白氏に改嫁したため、彼は白玉蟾と改
めた。海南島瓊州の人、先世は福建閩清の人という）
は、 「南宗五祖」の一人に数えられる南宋の道士である。博学多識に
して文才にも恵まれ、数多くの著作を残し、後世の道教に大きな影響を与えた。詩文のみならず書画にもすぐれ、その名は当時から世に広く知られていたらしい。弟子の留元長『海瓊問道集』序に、そのことを示す逸話が見えている。　　
眞草篆隸、心匠妙明なり。琴棋書畫、間
まま
或あるい
は世
よ
を
玩もてあそ
べり。與に交うる所の者は時髦世彦を盡す。之を敬慕する
者と雖も、親しきを得べからず。身に隨うに片紙も無く、筆を落
おろ
さば四方に滿つ。江湖を踏遍し、名は天下に滿
つ。
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琴棋書画を嗜み、書はあらゆる書体に通じていた。紙片をも持参することなく遍歴し、各処で筆を揮い、至る所の
寺廟で墨蹟を残している。そして、各界のひとかどの人士たちと親交を結んでいたが、白玉蟾を慕う者であっても、おいそれと親しくすることはできなかったようである。そこには宗教家として威信を高めるための何らかの意図があったのかも知れない。と ろで、書の筆さばきはどのようなものであったのか。潘訪は白玉蟾門下の高弟である彭耜の座に集った際に、その様子を実際に目撃している。　　
一日、鶴林彭徵君の座上に會し、時に飮みて半ば酣にして、其の髯を掀
あ
げ掌を抵
う
ち、紙を伸べ墨を運ぶこと風の
如くなるを見る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（潘訪『海瓊玉蟾先生文集』原序）
　
張旭や懐素を思わせるような迅速な運筆。清の顧復は「茲に其の草書の旭、素の如くなるを見るを得て、神仙も亦
た多能の好を免れずや」 （ 『平生壮観』巻三）と述べ 、とりわけ狂草の作品に焦点をあてた論評 なっている。それゆえ、白玉蟾の書法を最も特徴づけるものはやはり草書にある いってよいだろう。　
絵画では梅花、竹石、人物を善くし、なかでも梅竹は文人 の主要な題材であった。福開森『歴代著録画目（下） 』
（江蘇広陵古籍刻印社、一九九四）には、白玉蟾の作品として「修篁映水図」 「竹実来禽図」 「紫府真人像」 「展上公像」 「純陽子像」 「酔道士図」 「酔僊図」が挙げられている。因みに、揚州八怪の一人であ 清の金農（一六八七年
　
一七六三年）は墨梅にすぐれ、その画法を白玉蟾に学んだと自称している　
本稿においては、白玉蟾の書画観がいかなるものであったのかについて考察を深めてゆきたいと思う このテーマ
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を扱ったものには、すでに陳志平氏による「嶺南書法史二題」 （ 『書法叢刊』文物出版社、二〇〇五・第三期）があるが、現存する書蹟及び周縁部の断片的な資料も加えながら、今一度、関係資料を吟味することに主眼を置くことにする。
二
　
白玉蟾の絵画観
　
白玉蟾の文集のなかには、書画を論じたまとまった文章は見えないが、詩には書画を詠んだものが数篇残されてい
る。例えば、 「贈趙大虚画竹石」 「贈画魚者」 「贈郭承務蘆雁」などが挙げられる。そのなかで「画中衆仙歌」
（ 『道蔵』
四
　
七九九、本稿では『全宋詩』巻三一四〇に拠った）
は画論に相当する内容を含み、白玉蟾の絵画観を代表していると看
做しうるため、この詩を中心に検討を加えることにしたい。　「画中衆仙歌」は杜甫「飲中八仙歌」に倣った作であるが、計八四句からなる七言詩で、それの四倍近くの長きに及び、絵画にすぐれた十六名の画仙（蕭賁と宇文
焕
は同一人物であると思しい）を巧みに詠い込んだ詩である。よ
く知られた顧愷之、韓幹、王維などが登場する一方で、他 文献資料には見えない人物 含まれている。登場人物の配列は、時代順というわけでもなく、また社会的地位によ というわけでもなく、その基準が何であるかは更なる検討が必要とされる。また、詩に詠まれた画のモチーフが、著名な画家の手になるものであるとされてはい も その照合が他の文献資料において明確 確認できぬ場合もある。また、王維を最後 据えるなど、白玉蟾の絵画観によ一定の判断 働いているのではないかと考えられるところもあ 。　
詩に登場する人物については、白玉蟾が数々の絵画を目睹し鑑賞するなかで共鳴した作品の作者であろうと考えら
れるものや、古来画名は高くとも実際の作品は残っていなかったか、 るいは見ておらず、よく知られた伝記や逸話
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を素材にして詠んだであろうと考えられるものがある。また、康靈叔、張臻、錢覲などのように他の文献資料に検し得ないもののなかには、当時としては評判が高かったが後世に名を残すような画家では かった、あるいは白玉蟾と実際に交友のあった人物である可能性も 。　
当時にあっても玉石混淆の絵画作品で溢れていたであろうし、人々はそれぞれの趣向にしたがい画幅に心を遊ばせ
ていたことであろう。例えば、米芾『画史』には「無名の人の畫、甚だ佳なり。今人無名を以て有名爲らしむること勝げ 數う可からず。
 故に諺に云う、牛は卽ち戴嵩、馬は卽ち韓幹、鶴は卽ち杜荀、象は卽ち章得なりと」とあり、
これは北宋の情況を述べたも であるものの、白玉蟾の生きた時代においても、無名の画家の作品が著名な画家や人物の名を冠し 巷間に流布していた情況は少なくなかったはずである。　
そうしてみると、この「画中衆仙歌」は厳密な意味での画論、つまり絵画の閲歴や真贋といった考証を目的として
詠まれてはおらず、また白玉蟾自身もそれを想定してはい 。そうとは言え、その中には白玉蟾の絵画観もおのずと提示されており、すでに述べたよう 、限られた資料のなかで彼の芸術に対する考え方お び美意識を知る貴重な資料 なっていることは確かである。　
そこで次に、各人物に関係のある部分を摘出し、分段により以下に検討を加えることにする。なお 論を進める都
合上、詩に詠われ 人物の順を追って紹介するわけではない で、延べ十七名に通 番号を附し、初出の人名の前に算用数字を掲げて詩本文での登場順を記すことにする。　　
不興飮盡孫權酒
　　
不興
　
飮み盡くす
　
孫權の酒
　　
正欲畫屛筆脫手
　　
正に屛に畫かんと欲し
　
筆
　
手より脫
お
つ
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一點凝墨狀生蠅
　　
一點の凝墨
　
生ける蠅を狀
つく
る
　　
剔之不飛心始驚
　　
之を剔
はじ
くも飛ばず
　
心始めて驚く
　
［1］曹不興は孫権に注がれた酒を飲み尽くしてから、ちょうど屛風を描こうとして、筆を手から落としてしまった。
その墨の一点から真に迫る蝿を描き出し、孫権は本物かと見紛い、手で弾いてみたが飛ばなかったため、曹不興の腕前に感動した。　
曹不興は三国時代の呉の画家。呉興（現在の
浙
江湖州）の人。 『歴代名画記』に取り上げる三国時代の八名のう
ち、曹不興のみが専門の画家である。また、仏画の祖とも称された。この一段に関する逸話は、 『三国志』呉志巻一八に引用される『呉録』および『歴代名画記』巻四に見える。　
作品の評価について、謝赫は『古画品録』に「其の風骨を觀るに、名を
擅
ほしいまま
にするは虛なるにあらず」と高く評
価するが、李嗣真は『画後品』に「不興一蠅を以て輒ち重價を擅にし上品に列す。恐らくは未だ當らずと爲さん」と酷評している。　　
獻之興來拈起筆
　　　
獻之
　
興來たれば
　
拈じりて起筆し
　　
筆如解飛自鉤掣
　　
筆
　
解飛するが如く
　
自ら鉤掣す
　　
戲染松烟作牸牛
　　
染しみ
に戲れ
　
松烟
　
牸め
牛うし
を作し
　　
脫似偃角眠沙丘
　　
脫なること
　
角を偃
やす
めて沙丘に眠るに似たり
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［2］王献之は父の王羲之と並ぶ書の名手として名高いが、書の声望に比べて、その画はほとんど知られていない。実
は画家としても優れていたようで、 『歴代名画記』巻五に「草隸は父の美を繼ぎ、丹靑も亦た工なり」と記され、中品の下にランク付けさ る。また同書に、桓温が扇に絵を描くよう頼んだ際に、献之がその上にうっかりして筆を落としてしまったが、その汚点を利用して黒いまだら馬と雌牛 き、それがきわめて素晴らしい出来ばえであったという、ここ 詠まれる逸話を記す。　「解飛」は、 『毛詩注疏』巻九に、
鱨
なる魚について陸機の疏を引き、 「頰骨正に黃にして、魚の大にして有力解飛
なる者」とあり、生気溢れる魚の泳ぐが如き躍動感を言うと思われる。 「鉤」は曲折のある運筆、 「掣」は後ろに引きずる運筆を指すか。躍動感のあ 筆 動きを形容し、洒脱な献之の画風を賞賛している。他方、王羲之の画も『歴代名画記』巻五に献之と同じく中品の下にランク付けされ、 「書は既に古今の冠冕と爲り、丹靑も亦た妙なり」とあり、具体的な作品として雑獣の図、鏡に映した自画像、扇に描いた小人物の図が挙げられている。　　
蕭賁深得鶴三昧
　　
蕭賁
　
深く得たり
　
鶴三昧
　　
胸中不與造化礙
　　
胸中
　
造化の礙
さわり
を與えず
　　
一幅素絹如片天
　　
一幅の素綃
　
片天の如し
　　
雪翎欲起凌蒼烟
　　
雪翎
　
起た
たんと欲して
　
蒼烟を凌ぐ
　
［3］蕭賁は南朝梁の画家。字は文焕。南蘭陵（現在の江蘇常州）の人。 『南史』卷四四の本伝、 『歴代 画記』巻七に
見える。なお、 『歴代名画記』には「梁書に見ゆ」 注 るが 現行本 は『梁書』ではなく『南史』卷四四に傳が
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見える。扇に山水を描けば、小さな画面のうちに万里の景色がみごとに描かれていた。 「矜愼して傳えず、自ら娯しむのみ」であったために、世間ではその作品をほとんど目にすることがなかったと伝える。　
また、この詩のなかで
［6］南齊の宇文焕も取り上げられるが、この人物は蕭賁と同一であると考えられる。この詩に
同一人物が登場す 句はほかにはなく、その理由については推察し難い。　　
聞衟南齊宇文焕
　　
聞きく
衟なら
く
　
南齊の宇文焕
　　
精筆妙墨掃蘆鴈
　　
精筆妙墨
　
蘆鴈を掃
はら
う
　　
低頸吸水昂頸飛
　　
頸を低
た
れて水を吸い
　
頸を昂げて飛ぶ
　　
髣象荷枯沙瘦時
　　
髣さなが
ら荷枯れ沙瘦せたるの時に象
に
たり
　
蕭賁が蘆雁図を得意としたかどうかは不詳。蓮の花は枯れて葦の生える水辺に、雁がやすむ晩秋の風景を詠みこん
だものかと思われる。 「贈郭承務蘆雁」詩にも「誰が爲に作す
　
此の蘆雁圖、南齊の宇文煥より傑出す」と見える。
　　
僧繇醉後齁齁睡
　　
僧繇
　
醉後
　
齁こう
齁こう
として睡る
　　
睡起濡墨作石塊
　　
睡りて起くれば
　
濡墨
　
石塊と作
な
る
　　
擘山裂巖而拏雲
　　
山を擘
さ
き巖を裂きて雲を拏
ひ
く
　　
或如伏虎如露拳
　　
或いは伏虎の如く露拳の如し
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［4］張僧繇は酔ったあとに、グーグーと鼾をかいて眠る。眠りから覚めると、墨が紙面に滲んで石の塊のようになっ
ていた。 「擘山裂巖而拏雲」は、石の塊に備わった気のエネルギーを具体的な自然現象に関連付けて壮大に描写したものか。そして、それを伏した虎や露わになったこぶしにも見立てる。　
張僧繇は南朝梁の画家。生没年不詳、呉（現在の江蘇蘇州）の人。天監年間（五〇二年
　
五一九年
) に武陵王国侍
郎となり、秘閣に直 画事を学んだ。また官は右将軍、呉興大守を歴任した 道釈人物画を得意とし、京師の寺観の壁画にその妙をうたわれた。　
金陵安楽寺に四龍を描いたが、そのうちの二龍に瞳を入れたところ、雷電とともに天外に飛び去り、点睛しないほ
かの二龍は動かなかったとされる この逸話は、 『歴代名画記』巻七に見える有名な「画龍点睛」の成語の出典 もなっている。また、中国画の描法の一つである「没骨」は張僧繇の創始とされる。　　
愷之畫蘭藏玉笥
　　
愷之の畫蘭
　
玉笥に藏し
　　
開而視 已飛去
　　
開きて を視れば
　
已に飛び去れり
　　
安得翠葉成寒叢
　　
安んぞ翠葉の寒叢を成すを得んや
　　
四景常使飄春風
　　
四景
　
常に春風を飄
ただよ
わしむ
　
［5］顧愷之（三四四年？
　
四〇五年？）東晋、無錫（現在の江蘇）の人、字は長康。唐の張懐
瓘
は「象人の美は張
［僧繇］は其の肉を得、陸［探微］は其の骨を得、顧［愷之］は其の神を得たり。神妙
方なら
ぶなし。顧を以って最と爲
す」 （ 『歴代名画記』巻五所引）と評して絶賛される。摸写ではあるが、 「女史箴図巻」 「列女伝図巻」 「洛神賦図巻」
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が現存する。　
顧愷之の「畫蘭」については、ほかの文献資料には言及がなく不詳。憶測ではあるが、実作の画蘭というよりは、
蘭を通じて「洛神賦図巻」を象徴的に示しているのではないかとも想像される。それは、 「洛神賦図巻」が魏の曹植「洛神賦」 （ 『文選』巻十九所収）を絵画化したものであり、この「洛神賦」に登場する洛水の女神の美しい風采を形容して、 「辭を含んで未だ吐かず、氣は
幽蘭
00
の如し。華容は婀娜として、我をして餐を忘れしむ」とあることに拠っ
た。なお、この作品について『歴代名画記』や『貞観公私画史』などには東晋の明帝の作としており、顧愷之の作としたのは宋代以降 ことであると考えられている。　「開而視之已飛去」については、 『歴代名画記』巻五に記す次の逸話をふまえる。ある時、桓玄は顧愷之から自身の傑作を収めて封をした箱をしばらく預かったところ 手に入れたさのあまりこっそりと箱の後ろを開けて盗み取素知らぬ顔を 顧愷之に返した。しかし、顧愷之は「靈の妙なるものは神に通じ、變化して飛び去る。犹お人の昇仙するがごとし」と言って、桓玄の仕業であると信じて疑わなかった。それで、世間の人々は顧愷之を三絶（画絶・才絶・痴絶）と称 た。　　
唐有處士呉衟元
　　
唐に處士呉衟元有り
　　
丹靑之餘多畫猿
　　
丹靑の餘
　
多く猿を畫く
　　
狀出抱子落寒泉
　　
狀うつ
し出す
　
子を抱きて寒泉に落つるを
　　
又如彎弓遶樹奔
　　
又た彎弓の如く樹を遶
めぐ
り奔
はし
るを
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［7］呉道玄は盛唐を代表する宮廷画家。生卒年不詳。陽翟（現在の河南）の人。蜀道の山水を写すことで山水の体を
創始し一家を成した。人物、鬼神、鳥獣、台閣、草木、あらゆる分野を網羅し、百代の画聖と仰がれた。　
この詩に述べる呉道玄が猿を多く画いたことについて、具体的に言及した他の文献資料は検し得ない。 「狀出抱子
落寒泉」の句については、中唐の詩人である郎士元「題精舎寺」に「秋山
　
竟日
　
猿嘯を聞き、落木
　
寒泉
　
聽けど
も窮らず」と見え、落ち葉や冷 い泉の湧く音などは聴いても聴き尽せなかったと、遠く俗世を離れた深山の趣を描写している。しかしここでは、かかる意趣を換骨奪胎して 猿の無邪気でそそっかしい行動を戯画的に描いている。　
次に掲げる三人は、伝記や逸話を素材とし、想像力を駆使して詠まれたものではないかと思われる。自らの所感を
自由に描きだしている。　　
季成畫虎常作怒
　　
季成の畫虎
　
常に怒を作し
　　
鬼神不敢正眼覷
　　
鬼神
　
敢えて正眼もて覷
うかが
わず
　　
但見紙上生猙獰
　　
但だ見る
　
紙上に生ける猙獰
　　
開口解嘯風悲鳴
　　
口を開き嘯を解けば
　
風悲鳴す
　
［8］李鳳（六二二年
　
六七四年）は、唐の高祖李淵の十五男、字は季成、
虢
王に立てられた。性格の面でサディス
テックなところがあったと伝える。 『新唐書』巻七九本伝によれば、李鳳 狩猟を好み下級役人を侮った。また、奴隷に虎皮をかぶせて脅かし、参軍であった陸英俊が恐怖のあまり程なくして死ぬと、大声で笑い楽しんだと う。なお、李鳳が虎の画を善くしたことは不詳。
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葉公好龍故學畫
　　
葉公龍を好み
　
故もと
より畫を學ぶ
　　
不覺心孔開一罅
　　
覺えず
　
心孔
　
一罅
か
を開く
　　
紙上筆畫方似龍
　　
紙上の筆畫
　
方に龍に似たり
　　
風鬐浪鬛來爭雄
　　
風鬐浪鬛
　
來りて雄を爭う
　
［9］「葉公好龍」は劉向『新序』巻十雑事五を出典とし、よく知られる成語である。春秋時代楚国の貴族であった葉
公子高は龍が好きで、帯鉤（帯どめ）や鑿（さかずき）をはじめ、部屋中を龍の彫刻で満たしていた。それを聞きつけた天龍は頭を牖
まど
にもたせかけて、尻尾を堂に曳きずったところ、葉公はそれを見て顔面蒼白になり、這々の体で逃
げ出し 。この故事は本来、上辺だけを取り繕い物事の本質を見ようとしない、軽佻浮薄な人間に対する警句と捉えられる。 かし 詩で 、葉公が絵画に心眼を開き、筆を紙面に走らせる躍動感を龍に見立てている。そうして描き出さ た龍が、風に吹かれてたてがみを靡かすダイナミックな姿を映し出している。　　
江頭細草爲誰綠
　　
江頭の細草
　
誰が爲にか綠なる
　　
只有風煙相管束
　　
只だ風煙 相い管束する有り
　　
阮瞻收拾草精神
　　
阮瞻收拾す
　
草の精神
　　
筆端與草私爲春
　　
筆端と草と
　
私ひそ
かに春爲らん
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川のほとりの小さな草はいったい誰のために芽吹いているのだろうか。杜甫「哀江頭」詩に「江頭の宮殿
　
千門を
鎖す、細柳新蒲
　
誰が爲にか綠なる」に基づいている。二句目の「風煙」は俗世間を指し、濁世のしがらみをかこつ
悲哀を帯びた雰囲気が醸し出されている。　
［11］阮瞻は学問を深く追求することはなく寡黙であったが、直観的に対象の核心を捉えることに長じていた（ 『晋
書』阮瞻伝） 。この才能こそが草の
精こころ
神
を感得し、その本質を紙幅に表現することに繋がったであろうと想像され、
それに対する白玉蟾の共感が句中に髣髴と る。　
阮瞻については、字は千里、竹林の七賢の一人である阮咸の子にあたる。生年は不詳で、晋の懐帝の永嘉年間（三
〇七年
　
三一二年）に卒したとされる。この人が画を善くしたことは不詳。 『晋書』巻四九の本伝には、彼が平素か
ら鬼神の存在を否定し無鬼論を主張したことに関する逸話や「阮瞻三語」で知られる逸話を載せる。因みに後者については、以下の如くである。　
司徒の王戎が老荘思想と儒教は同じか否かを問い、阮瞻は「將た同じき無からんや（まあ同じではないでしょ
か） 」と応じたところ、王戎はその答えに感心して、彼を掾（属官）に任用した。質問自体が本質に関わる大問題であるだけに、それほどたやすく説明できるものではないが、 のわずかな三語で相手を納得させた機知が評価されたので 。この逸話は『晋書』巻四九の本伝のほか、劉義慶『世説新語』文学篇にも見えるが、後者は王戎 王衍、阮瞻が阮修とされている。　
次に掲げる三人
［12］康靈叔、
［15］張臻、
［16］錢覲は、ほかの資料には検し得ない人物である。張臻については、白玉蟾
「贈趙太虛畫竹石」にも「唐人の神仙
　
張臻の如きは、畫竹
　
每每
　
鴈鳴を聞く」とあり、墨竹画を得意とし唐の神
仙であったことが知られるが、そのほかの閲歴について 不詳。
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畫魚古有康靈叔
　　
畫魚
　
古に康靈叔有り
　　
擲頭擺尾萬鱗足
　　
頭を擲
なげう
ち尾を擺
ふる
う
　
萬鱗の足
　　
紅鱨紫鯉成隊行
　　
紅鱨
　
紫鯉
　
隊行を成して
　　
躍碎琉璃跳上冰
　　
躍りて琉璃 碎
くだ
き
　
跳はね
て冰に上らん
　　
※鱨…淡水魚の一種であるギバチのこと。胸びれに棘があり、これを使って音を出す。
　　
張臻虛心而學竹
　　
張臻
　
虛心にして竹を學ぶ
　　
風雨瀟瀟生錦軸
　　
風雨
　
瀟瀟として錦軸に生ず
　　
風枝雨幹欲化龍
　　
風枝雨幹
　
龍に化せんと欲し
　　
不堪裁杖扶葛洪
　　
杖を裁つに堪えず葛洪を扶
たす
く
　　
※「不堪裁杖扶葛洪」…北宋の道教類書『雲笈七籤』巻八五に「凡そ尸解する者は皆な一物に寄せて而る後に
去る。或いは刀、或いは剣、或いは竹、或いは杖云々」とあり、尸解することと関わりがあるか。
　　
錢覲畫松掃煙雨
　　
錢覲の畫松
　
煙雨を掃う
　　
松梢鶴立飛不去
　　
松梢
　
鶴立ちて
　
飛べども去らず
　　
凌風傲雪冷幾時
　　
凌風傲雪
　
冷きこと幾時ぞ
　　
翠色不改常淸奇
　　
翠色改めず
　
常に淸奇たり
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北宋の文人では、黄庭堅とその親友である仲仁が登場する。
　　
仁老胸中有雪月
　　
仁老
　
胸中に雪月有り
　　
畫出梅花更淸絶
　　
梅花を畫き出せば
　
更に淸絶たり
　
［13］仁老は北宋の禅僧画家の仲仁のこと。生卒年は不詳、会稽（現在の浙江紹興）の人。元祐年間に衡州の華（花）
光寺に住したので、自ら華（花）光と号した。梅花をはなはだ愛し、墨梅画で世に知られる。 「華光梅譜序」によれば、方丈の前に梅を植え、花が咲くと床を花の下に移した。梅が月下にまばらな影を横ざまに落としているのを見るごとに その形を模写したため、梅の神韻が得られたとする。黄庭堅は仲仁と交友があり、彼の画巻に題した詩や題跋がいくつかある。例えば、 「書贈花光仁老」には「余此の憂患に當たり、以て自ら娯しむ無し。師我が爲に兩枝を作り寄せられ、我をして時 展玩を得て 煩惱を洗い去 しめんことを願う」と記すように、黄庭堅にとって仲仁の墨梅画は心の慰め なっていたようである。　
この二人の交友に配慮する意図によるものか、続けて黄庭堅が取り上げられる。
　　
魯直嗅之嫌無香
　　
魯直
　
之を嗅ぐに香無きを嫌う
　　
幻出江南煙水鄕
　　
幻に出す
　
江南煙水の鄕
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［14］魯直は黄庭堅（一〇四五年
　
一一〇五年）の字。詩に優れて師の蘇軾ととも「蘇黄」と並び称され、江西詩派の
始祖として後世に大きな影響を与えた。書法においても、蘇軾・米芾・蔡襄とともに宋の四大家の一人に数えられる。絵画において、鑑賞家としてはよく知られているが、実作者としての顔については寡聞にして知らない。また、ここで取り上げられるように、きわめて香を愛したことでも知られ、多くの香に関する詩を残しており、自らも恥じることなく「香癖」と称している。例えば、 「賈天錫惠寶熏乞詩作詩報之」詩に「天資
　
文事を喜び、我の如きは香
癖有り」 見える。二句目の「幻出」につい 贈郭承務蘆雁」に 「世間
　
此の画の有無を知らんや、幻に出す
は
　
棲雁
　
三四隻」とある。黄庭堅が好んで「幻」の字を用いて絵画を論評したことを意識していると考えられる。
またそれは禅の思想とも関わりが深い。いまその用例 引けば
　　
　　
小鴨看從筆下生
　　
小鴨
　
看る
　
筆下從り生ずるを
　　
幻法生機全得妙
　　
幻法
　
生機
　
全く妙を得たり
（ 「小鴨」 『山谷内集』巻七）
　
　　
眼入毫端寫竹眞
　　
眼
　
毫端に入れば
　
竹の眞を寫す
　　
枝掀葉擧是精神
　　
枝掀
あ
げ葉擧ぐるは是れ精神
　　
因知幻物出無象
　　
因りて知る
　
幻物
　
無象より出づる
　　
問取人閒老斵輪
　　
問取す
　
人じん
閒かん
の老斵輪に
（ 「題子瞻墨竹」 『山谷別集』巻上）
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とくに白玉蟾の絵画観を考察するうえで重要な位置を占めるのが、次の韓幹と王維である。
　
［10］韓幹は盛唐から中唐時代の宮廷画家で、生没年不詳。大梁（現在の河南開封）の人とも京兆（現在の陝西西安）
の人ともいう。人物、肖像画をよくし、とくに画馬に妙を得た。若くして王維に画技を認められ、玄宗期には西域より来献する名馬を画いた。　　
韓幹畫馬得滋味
　　
韓幹の畫馬
　
滋味を得たり
　　
霜蹄巧作追風勢
　　
霜蹄
　
巧みに作す
　
追風の勢
　　
可憐張口嘶無聲
　　
憐れむ可し
　
口を張りて嘶
いなな
くも聲無きを
　　
只惜風稜瘦骨成
　　
只だ惜し
　
風稜瘦骨成るを
　
絵画であるのだから、いななく声が聞こえるはずはないが、本物と見紛うばかりの迫力をもって描かれるアラビア
馬の勇姿。これに対して、 「可憐（ああ素晴らしい） 」という深い感動を示す言葉によって作者の率直な気持ちを吐露している。 「無聲」については、黄庭堅や恵洪に至り画が「無声詩」と称され、詩に重点を置く文人の立場が確立された背景を示唆しているとも考えられ
る
）1
（
。 「霜蹄」は駿馬の蹄を指し、後の句の「可憐」も含めて、杜甫「韋諷録事
宅觀曹將軍畫 圖引」詩に次のようにある。　　
霜蹄蹴踏長楸閒
　　
霜蹄
　
蹴踏す
　
長楸の閒
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馬官廝養森成列
　　
馬官
　
廝養
　
森として列を成す
　　
可憐九馬爭神駿
　　
憐れむ可し
　
九馬
　
神駿を爭い
　　
顧視淸高氣深穩
　　
顧視
　
淸高にして
　
氣は深穩なり
　「只惜風稜瘦骨成」は、杜甫の「房兵曹胡馬」詩に見える句をふまえた表現である。
　　
胡馬大宛名
　　
胡馬大宛の名
　　
鋒稜瘦骨成
　　
鋒稜
　
瘦骨成る
　
剣のきっさきのように骨の尖りが体のあちこちに現われている様を形
容し、肉が引き締まった痩せた骨格を描写して る。それへの強い共鳴は、杜甫独自の芸術全般にわたる美意識に通底するものである
）2
（
。この審
美的基準に照らせば、自然、 「肥厚」なるものへの反撥を促すことになる。それゆえ 、杜甫は「丹青引、贈曹将軍覇」詩に、 「肉 畫き骨を畫かぬ」と韓幹の画の欠点を指摘している。　　
弟子韓幹早入室
　　
弟子の韓幹
　
早くに室に入り
　　
亦能畫馬窮殊相
　　
亦た能く馬を畫き殊相を窮む
唐　韓幹「照夜白図」（メトロポリタン博物館蔵）
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幹惟畫肉不畫骨
　　
幹は惟だ肉を畫き骨を畫かず
　　
忍使驊騮氣凋喪
　　
驊騮をして氣凋喪ならしむるに忍びんや
　
しかし、この杜甫の見解に最も早く異を唱えたのは、 『歴代名画記』の著者張彦遠であった。
　　
彦遠以えらく、杜甫豈に畫を知る者ならんや。徒だ幹馬は肥大なるを以て遂に肉を畫くの誚
そしり
有り。 （卷九）
　
これに関して、白玉蟾も「只だ惜しむ」と杜甫の評価を意識しながら皮肉を込めて詠んでおり、ここに彼の美意識
の一端が示されていると考えてよい。　
因みに、杜甫は絵画を詩歌の題材とした比較的早い人であり、画を論じた詩のなかでは、駿馬や猛禽を題材とした
ものが少なくない
）3
（
。なかでも、この韓幹の画馬およびそれを論じた杜甫の詩をめぐり、北宋期に蘇軾を中心とした士
大夫たちによって詩を通じて唱和・論評されたことは、非常に興味深い
）4
（
。
　
この詩の掉尾を飾るのは
［17］王維である。それは白玉蟾の審美的基準に則ったものであるのみならず、当時の風潮を
も間接的に反映しているものと考えられる。　　
王維筆下多山水
　　
王維の筆下
　
山水多く
　　
千山萬水一彈指
　　
千山萬水
　
一彈指
　　
萬頃玻瓈碧欲流
　　
萬頃の玻
は
瓈り
　
碧
　
流れんと欲し
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千層翡翠波上浮
　　
千層の翡翠
　
波上に浮ぶ
　
王維は山水を多く画き、その手にかかれば、いかなる山川もたちどころに絵になってしまう。深い緑に澄んだ川の
流れを詠いこんで、王維の絵画の真骨頂を感覚的、直観的に表現している。なお、水面の描写において類似する発想のものに、南宋の劉克荘の詞「朝中措」に「海天
　
萬頃
　
碧の玻璃、風露
　
炎曦を洗う」とある。
　
　
王維の絵画は北宋に至りはじめて、唐代に画聖と称された呉道玄に比肩する地位に押し上げられた。蘇軾「王維呉
道子畫」に、　　
呉生は妙絶たりと雖も、猶お畫工を以て論ぜらる。摩詰は之を象外に得て、仙
せん
翮かく
の籠
ろう
樊はん
を謝するが如き有り。吾
二子を觀るに皆な神俊なるも、又た維においては衽
じん
を斂
おさ
めて閒言すること無し。
と見え、これを契機に王維は文人画家として高く評価されることになった。このことは、北宋末の『宣和画譜』巻十にも輞川圖について、　　
志を之れ畫に移せば、人を過ぐ こと宜なり。 〈中略〉後來其の髣髴たるを得る者、犹お以て俗を絶つべきなり。正に『唐史』に杜子美を論じて「殘
ざん
膏こう
賸じょう
馥ふく
は後人を霑
てん
丐かい
する」の意を謂うが如し。
とあり、王維の詩人としての才能が画に発揮されたとし、そ 画風を杜甫に対する詩評を用いて評価されるところに
20南宋の道士白玉蟾の書画観
如実に示されている。その後、明の董其昌が南北の二宗を立て、王維は南宗文人画の始祖として揺るぎない地位を与えられることになる。　
王維の文学は、陶淵明の田園詩と謝霊運の山水詩を併せ持つ山水田園詩の系譜に位置づけられ、白玉蟾の詩風とも
相通じる所が少なくない。また、王維 詩に底流する道教的な美意識も白玉蟾の共鳴を呼び、こ 詩の人選に関する一翼を担っているのでは かと察せられる。　
最後に絵画の本質について論じ、自らの絵画観を総括する。
　　
古人去後無人學
　　
古人去りて後
　
人の學ぶ無く
　　
學者往往得皮殼
　　
學者
　
往往
　
皮殼を得たり
　　
鬼神却易狗馬難
　　
鬼神却て易く
　
狗馬難し
　　
匠世未能窺一斑
　　
匠世
　
未だ一斑を窺う能わず
　　
見君丹靑與水墨
　　
見る
　
君の丹靑と水墨
　　
筆下剜出心中畫
　　
筆下
　
心中の畫を剜出するを
　
古の賢人がいなくなってからは、学ぶものもその上面だけを捉え本質を学んでいない、とする常套的退歩史観が示
される。続いて、犬馬は世間の誰もが目にしているものなので描き難いが、鬼神は（人の目にはめったに触れない）奇怪な形をして るものなので描くのが易しいと述べ 。これは、 『韓非子』卷三二「外儲説左上」に見え 文言を踏まえるが
（現行本の『韓非子』には鬼神の姿を「無形者」と記すが、 『名画記』にはそれを「譎怪之狀」として引用している）
、
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『歴代名画記』巻一「論畫六法」には、それを換骨奪胎して絵画論に応用し、 「気韻生動」を重視して解釈している。　　
鬼神、人物に至りては生動の狀
うつ
す可きものあり、神韻を須
ま
ちて而して後に全し。若し氣韻周
あまね
からざれば、空しく
形似を陳べ、筆力未だ遒
つよ
からず。空しく賦彩を善くすれば、妙に非ずと謂うなり。
　
鬼神や人物になると、 「生動」と「神韻」を兼ね備えてこそ完全な絵画となる。 「気韻」が表現に行き届かず、むだ
に「形似」を連ね、筆力の力強さに欠けているのに、いたずらに上手く色彩を塗り分けられるだけでは、素晴らしいものとは言えないと評する。　「鬼神」の句において、白玉蟾は『韓非子』本文の文言を『名画記』の文脈による解釈を意識して用いていると考えられる。最後の句に見える「心中畫」の語が、そのことを端的に示しているといえよう。要するに、白玉蟾の絵画観は、単な 対象の表層を模写することへ 価値を低く見 、画家自身の精神の有り様が絵画に投射されることを最上とするものである。　この絵画観は、言い換えれば、自然の造化の働きに参入して対象物の不変の本質を感得し、それを表現することを
絵画制作の眼目としてい とも言える。三番目に登場する蕭賁の絵画に対して「蕭賁
　
深く得たり
　
鶴三昧、胸中
　
造化の碍を與えず」 評されるのがまさしくそれであり、その他には「贈趙大虚 竹石」詩などにも「竹の魂
　
竹の
魄
　
竹の精神、瀟湘淇水の
瀕みぎわ
に飛落す」 「竹の淸虛
　
石
　
堅硬たり、此れを以て眞の性命を發明す」と表現されてい
る。かく見てくると、白玉蟾の絵画観は、蘇軾「淨因院画記」や「文予可篔簹谷偃竹記」に述べられるような、北宋より一般に広く浸透していった文人の絵画観をしっかりとふまえていることが分かる。それ故 、王維がこの詩にお
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いて最後に列せられるのも、おのずと首肯されるであろう。
三
　
白玉蟾の書法観
　
白玉蟾の著作のなかで書法に関する記述は、絵画のそれよりもさらに限られている。数少ない文献資料に見える手
掛かりの片鱗より、現存する書蹟の書きぶりとも照らし合わせつつ、本節では白玉蟾の書法観について検討を続けることにする。ある個人の書法観を理解する上で、まず考察すべきは王羲之の位置付けであろう。それを基準軸に据えて俯瞰することで、書法における大まかな審美的志向が浮き彫りにされるからである。管見によれば白玉蟾の著作王羲之に直接言及した箇所は検し得ない。しかし、羲之と双璧をな 顔真卿に関しては七言古詩「麻姑山」 次 ように見える。　　
往事王遠徵蔡經
　　
往事
　
王遠
　
蔡經を徴
め
す
　　
苔碑寂寞顏眞卿
　　
苔碑
　
寂寞たる
　
顏眞卿
　「往事」云々は、漢の孝桓帝の時に神仙の王遠が蔡経の家に降臨して、蓬莱山から麻姑を呼び寄せた故事にもとづく。 「苔碑」とは「麻姑仙壇記」 （ 『顔魯公文集』巻十三には「有唐撫州南城県麻姑仙壇記」 題する）を指し、女仙麻姑の事蹟と彼女が修道した仙 および祠堂の由来を紹介し、唐代の麻姑信仰の様子を伝える貴重な資料となっている。唐の大暦六年（七七一）の刻、顔真卿の撰ならびに書 。大字・中字・小字 三種があ が、とも 原石は早くに亡佚した しかし、果たしてそれらがすべて石に刻され ものかはどうか疑わ いところ 。
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それはともかくも、この碑文が内容のみならず、顔真卿の書字という声望を伴って顕彰されてきたことを考えれ
ば、その書法的意義は少なくない。 『集古録跋尾』巻七や『金石録』巻二八等に採録され、書法的見地からも併せて考証されていることが、その証左となろう。それ故に、白玉蟾にとって顔真卿の存在は、道教信仰との関わりは勿論のこと、書法においても小さくなかったはずである。　
また、顔真卿は王羲之の伝統的な規範から逸脱した新しい書法を創出したことで知られる。その革新性という点に
おいて顔真卿 共通し、かつ同時代が生み出し 、狂草と称される草書で知られる張旭と懐素の存在も軽視することはできない。白玉蟾は彼ら 深く傾倒し 書 表現においても自ら実践していたこ が確認できる。まず文献資料に見える論評としては、次のような表現を挙げることができる。　　
○一丈草書、龍蛇飛動
0000
す。詩章
立
たちどころ
に成して、文は點を加えず。 （
翁蘇森「跋修仙辨惑論序」 ）
　　
○大字の草書、之を視ること龍
0
蛇
0
の飛動
00
するが若し、篆隸を兼ねて善くす。 （唐順之『史纂左編』 ）
傍点部の語については、例えば、李白「少年上人贈懐素草書歌」に「恍恍として神鬼の驚くを聞くが如し、時時に只だ見る
　
龍蛇の走るを」とあり、草書のうねるような躍動感溢れる筆勢を形容する語として使われている。白玉蟾の
草書がとりわけ注目されてきたことを裏付けるものであろう。　
なかでも自らが張旭の書を凌ぐ腕前であると述べるほどに、鼻息の荒い詩句が「次韻宋秀才」に見える。
　　
得句直疑無李白
　　
句を得れば
　
直ちに疑う
　
李白の無きを
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草書眞箇過張顚
　　
草書
　
眞まことに
箇
　
張顚を過ぐ
　　
有時興發臨風舞
　　
時有りて
　
興發し
　
風に臨みて舞い
　　
飮似長鯨吸百川
　　
飮むこと
　
長鯨の百川を吸うに似たり
　
詩に至っては李白に肩を並べると豪語する。また穿鑿に過ぎるかもしれないが、唐の文宗が最高位に格付けした
「三絶」 （ 『新唐書』巻二〇二李白伝）が意識されているのではないかと考えられる。そうなれば、 「有時興発臨風舞」の句は裴旻の剣舞に重ね合わせていることになろう。 「飲似長鯨吸百川」の句は、 「飲中八仙歌」に三人目に登場する唐の李適之の酔態を詠んだ一句とまったく同じい。とくに李白、張旭に共通するものとして酒の存在が無視できない。文学や芸術 創作に臨み、酒がインスピレーションを触発する役割を果たしていた 思われる。白玉蟾の酒豪ぶりもなかなか ものであるから、その面においても彼ら 倣うことを通じて、理想と 姿を自らにも投影して振舞っていたに違いない。詞の「酹江月・西湖」に詠まれる「我興ずれば詩に還り、我歡なれば則ち酒、醉えば則ち草聖に還る」に、それがよく示されている。　
次に白玉蟾の現存する書蹟を対象として検討を加えることにする。現存する彼の作例は少なく「足軒銘巻」 （北京
故宮博物院蔵） 「奉題仙廬峰六詠詩巻」 （上海博物館蔵） 「天朗気清詩巻」 （台北故宮博物院蔵）三点 みであり、そのなかで草書による紙本「天朗気清詩巻」を中心に取り上げる。　
この作品には紀年がなく、巻末に「玉蟾」の二字が款署されている。内容は北宋の張君房の編になる道書『雲笈七
籤』巻一二「三洞経教部・太上黄庭外景経、推誦黄庭内景経法」に見える四言の咒語である。この作品について、曹宝麟『中国書法史
　
宋遼金巻』三二九頁
　
三三〇頁（江蘇教育出版社・一九九九）には、難点を指摘しつつ次のよう
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に評される。張旭と懐素を受け継ぎ、明代の草書の気風を開いた。この書の点画にはよどみがなく、筆勢は力に満ちており、黄庭堅の衣鉢を継ぐものと言える。しかし惜しまれるのは、白玉蟾が黄庭堅のように張旭と懐素より出て一家を成すまでには至らなかったことである。言うまでもなく、黄庭堅のような困窮流浪の経歴がなかったために奇抜ですぐれた意趣に欠けており、ま 道士として懐素のように一つの技芸に専心努力することがなかったように窺われる。彼の運筆に いてしばしば勢いが失われるのは、こ ことをよ 物語って る よって、白玉蟾の狂草に対する貢献を黄庭堅と同列に論じるにはか りの違和感が と　
また、方愛龍『南宋書法史』二四〇
　
二四二頁（王国平主編南宋史研究叢書、上海古籍出版社、二〇〇八）の解説
によれば、その草書 書法はすべ 名家の張旭 懐素の書風を受け継ぎ、張旭の書と伝えられ 「古詩四帖」と非常に共通する点があり、明らかにそれは酔狂を以て鳴る張旭、懐素 表現せんとする意趣の足跡をたどっていると指摘する。評する者に「大字の草書、之を視ること龍蛇の飛動するが若し」 （ 『史纂左編』 ） 、 「龍翔鳳翥 勢有り （ 『武夷山志』 ）というのは、おそらくこの類の作品 注目 て論じられた であろうと推察 、大字 草書が多く見られない南宋期にあって、この作品は感情をのびやかに表現した貴重なものであると評価している。書の継承関係について、陳志平氏も、懐素、張旭、黄庭堅 影響を受けたことは明ら であると述べ（上掲「嶺南書法史二題」 『 法叢刊』 ） 、三氏と が黄庭堅 書法の影響を指摘し いるが、黄庭堅自身も 、張旭の書の筆法より妙を得て同じ系譜にあるのだから、当然の帰結であると言えよう
）5
（
。
　
この作品を見ると、確かに彼らが述べるように張旭や懐素に学んだ跡が充分に確認できるとともに、それが白玉蟾
がたどった閲歴と培われた美意識によって裏打ちされたも であること 看取される。そ は不羈奔放な 個性 遺憾なき表出であった 理解される。
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白玉蟾「天朗気清詩巻」（台北故宮博物院蔵）
唐　張旭「古詩四帖（部分）」（遼寧省博物館蔵）
唐　懐素「自叙帖（部分）」（台北故宮博物院蔵）
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そのほかの作品については、方愛龍氏が指摘するように、 「足軒銘巻」には二王の影響を受けた薜紹彭の行草書
の「純正含蓄」 「円潤遒勁」なる要素が色濃く反映されていること、 「奉題仙廬峰六詠詩巻」には黄庭堅の影響に加えて、顔真卿、柳公権の筆法を兼備していることが窺える（上掲『南宋書法史』 ） 。このように、白玉蟾の諸作品が全体とし 多様性を内包しているのは確かではあ が、すでに述べた絵画観も含めて俯瞰するならば、少なくとも芸術理念として彼は、自己の内面性 流露 重視す 文人的志向を強く打ち出していると見てよい　
それは、すでに述べたように「次韻宋秀才」詩において白玉蟾が張旭を越える能書家として自負していることや、
用例として掲げた後人の論評が彼の書法の特徴として草書の躍動性に焦点を当 ているこ からも窺われる。そうしてみれば、蛇足ではあるが 白玉蟾の著作のなかで書画に関する記事にさえも王羲之が登場しない理由は、彼の美意識が伝統的規範からの逸脱に向いていたからでは ったか
）6
（
。
注（
1） 
大野修作「第八章
　
黄庭堅詩における“もの”による思考
　
格物と題画詩
　
」 （ 『書論と中国文学』研文出版、二〇〇一）一八八
頁に言及がある。
（
2） 
興膳宏「杜甫の書論
　
ことに同時代批評の視点から」 （ 『中国文学理論の展開２』清文堂、二〇〇八）参照。
（
3） 『分門集註杜工部詩』 （四部叢刊本）巻一九の書画の部に、 「天育驃騎歌」 「題壁上韋偃畫馬歌」 「姜楚公畫角鷹歌」 「畫鶻行」等の詩題が見える。
（
4） 
例えば、蘇軾「次韻子由詩李伯時所藏韓幹馬」 、蘇轍「韓幹三馬」 、黄庭堅「次韻子瞻和子由觀韓幹馬因論伯時畫天馬」などが挙
げられる。
（
5） 
黄庭堅の狂草に対する書法観は、 「道臻師画墨竹序 （ 『豫章黄先生文集』巻十六） 、 「題絳本法帖」 （同書巻二十八） 、 「跋張長史千
字文」 （同書巻二十八） 、 「跋周子発帖」 （同書巻二十九）などに見える。また、明の書画家沈周の跋文「黄太史草書李太白憶舊游
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寄
譙
郡元参軍」 （汪砢玉『珊瑚網』巻五所収）にも「山谷書法、晚年大得藏真（筆者注：懐素を指す）三昧。此筆力恍惚、出神入
鬼、謂之草聖宜焉」と見える。
（
6） 
白玉蟾の著作のなかで、直接書法に関わる文章ではないが、史上名高い王羲之「蘭亭序」を下敷きにして記された「蟄仙庵序」
がある。
※本文中には逐一明記しなかったが、 『歴代名画記』については、目加田誠編『文学芸術論集（古典文学大系五四） 』 （平凡社・一九七
〇）所収の訳注を、杜甫の詩については、下定雅弘、松原朗編『杜甫全詩訳注（講談社文庫） 』 （講談社・二〇一六）を参照した。
